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卓話 「クリスマス家族会」
Weekly No. 1556は家村副委員長が担当しました。
Weekly No. 1557は家村副委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

次週 第1557回 例会予告　平成26年12月15日
家族月間

会長挨拶 田中（慶）会長

先週内容

卓話 「 年 次 総 会 」
今週の歌 「四つのテスト」

第1556回例会　平成26年12月8日

豊津第二小学校寄贈式典の件

先日の11月19日に吹田西ロータリークラブ

地域奉仕活動におきまして、吹田市の井上市

長様より豊津第二小学校にバスケットボール

ゴール一式を贈与致しました事、大変喜んで

いただき今回の寄贈式典に至りました。

今月22日夜に震度6弱を観測した長野県北部

Weekly No.1556 ／ 平成26年12月8日

米山奨学生　金ジャンディさんに奨学金授与

幹事報告 本田幹事

◦理事会報告
①2月度プログラムについて承認しました。

地震から1週間を迎えた。この地震による死者

は奇跡的にもなかったが、スキー場でも有名

な白馬村では、33の家屋が全壊し、今も250人

以上の人が避難所に身を寄せている。又、白馬

村などは国の特別豪雪地域に指定されている

為、大雪の復旧作業が急ピッチで行われている。

11月14日（金）に行われた炉辺談話での内容

に付いて報告いたします。

当日は、17名の参加を得ましてテーマは「地

元地域に対して貢献出来る社会奉仕活動はど

の様な事があるか」という事で意見交流して

頂きました。

発言内容を報告する前に社会奉仕委員会の

組織的な事にちょっとふれますと、これまで

は社会奉仕常任委員会の中には特定委員会と

して①環境保全委員会②青少年委員会③交通

問題特別委員会がありました。が青少年委員

会常任委員会として独立、交通問題特別委員

会は前年度より廃止となっており、残る環境

保全委員会活動だけは兼任という内容となっ

ています。

この様な状況の中で、今年度は従来から引

き継いでいる活動として①毎月のクリーン活

動②年２回の献血活動③車の無事故無違反コ

ンテストへの参加④地元吹田にある各種施設

関係への寄贈奉仕事業、そして⑤国内を中心

とする自然災害支援協力活動、などがあります。

それを基本に現在活動をしています。

という事で、炉辺談話での参加者から寄せ

られた意見ですがグループでまとめた意見と

個人としての意見があります。今回の意見の

中で私自身改めて再確認出来たことは、「ロー

タリークラブの社会奉仕活動は社会的弱者に

対する支援活動が基本的なスタンス」である。

又、瀧川パスト会長が常々おっしゃっている

ことですが「ロータリーはライオンズとは違

い単なる寄付団体になってはならない」。肝に

銘じたいと思います。

他に主な意見として、

①献血活動は今後も続けるべきであり、現在

ビケンテクノさんの場所だけでやっている

が他の場所での実施も検討すべきである。

②クラブ定款・細則変更について
　総会にて坂口委員長が説明、会長が採決
を取ることを承認する。
③国際奉仕事業について
　タイ、ナコンパノムRCとの事業の実施に
伴い、クラブより10名程度の派遣団を送
ることを承認する。期間27年1/24～1/31

◦今週、12月5日㈮、6日㈯は地区大会が開催さ
れます。大会当日のスケジュールの詳細と注
意事項が届きました。テーブルの上にコピー
を置いてありますので、ご覧ください。先日
お配りしました名札はバーコード入りです
からお忘れなきように。
　また、当日の大会終了後の同好会の発表の時
には、一度退出の後の再入場となります。そ
の際の整理券もBOXへお配りしました。再
入場時にお渡しください。（12/6出席者のみ）

◦ロータリーの友12月号が届きましたのでお
配りしました。

②どこに困っている人がいるのか、そういう

情報を会員がお互いに集めて奉仕活動に取

り組むのが良い。

③身障者やパラリンピックの選手に対して何

か出来ることはないか。今後、身障者の人と

どういうお付き合いが出来るのか、中西麻

耶さんと今後どうやってお付き合いをする

のかを考えるべきである。

④社会奉仕は、社会的弱者を対象に支援すべ

きである。ロータリーのPRとしても意味が

ある。積極的に学校などに出向いて情報を

発信すべきである。

　又、ある会員より

⑤母親が認知症で困っている、各地に同じよ

うな方が居られると思うので、社会奉仕と

いう事で、地域の中でそういう人が集まれ

る場が作れないものだろうか。

又毎年7月に継続実施されている「クリーン

江坂」に係わられた会員の方々より当初の経

緯が語られ、あのような関わり方がまさに地

域に貢献出来る社会奉仕である。私もそう思

います。

他に新井パスト会長より、他のクラブが実

施している活動を記録した記録用紙を頂きま

した。今後の活動の参考にさせて頂きます。有

難うございました。

今年度の社会奉仕委員会の予算がまだ少し

残っております。後半部分でもう一つ位奉仕

事業をやりたいと思っていますので、今回の

炉辺談話での意見を考慮しながら、又情報を

寄せて頂ければ検討致しますのでご協力宜し

くお願い致します。

最後に炉辺談話での意見をまとめて頂いた

佐藤会員、有難うございました。

以上で報告を終わります。有難うございます。
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出席報告
●会　員　数 47名 ●来　　　客 1名
●出席会員数 34名 ●本日の出席率 89.47％
●10月27日の出席率（メーキャップを含む） 100％

阪本委員長

◦理事会報告
①2月度プログラムについて承認しました。

坂口委員長

大阪北ロータリークラブから、「仕事をし
たことがない人」を正会員として認めないよ
うに求める改正案が提出されました。地区大
会において、採択にご参加下さい。

研修情報・規定委員会

西村委員長

11月初旬に職場体験学習を実施させていた
だきました。豊津中学校、豊津西中学校の2年
生対象に、当クラブの宮川会員、青木会員、
澁谷会員、堀会員の各事業所でそれぞれ行っ
ていただきました。受入れていただきました
各会員の皆様に深く御礼申し上げます。あり
がとうございました。（詳細につきましては
後日回覧させていただきます。）

職業奉仕委員会

澁谷委員長

本日のクリーンデー参加者は（記帳順に）
瀧川パスト会長、井伊副会長、木下会員、橋
本徹也会員、河邊パスト会長、瀬川会員、阿
部会員、山岡会員、伊藤会員、紙谷会員、そ
して私、澁谷、以上の11名です。

社会奉仕委員会

11月14日（金）に行われた炉辺談話での内容

に付いて報告いたします。

当日は、17名の参加を得ましてテーマは「地

元地域に対して貢献出来る社会奉仕活動はど

の様な事があるか」という事で意見交流して

頂きました。

発言内容を報告する前に社会奉仕委員会の

組織的な事にちょっとふれますと、これまで

は社会奉仕常任委員会の中には特定委員会と

して①環境保全委員会②青少年委員会③交通

問題特別委員会がありました。が青少年委員

会常任委員会として独立、交通問題特別委員

会は前年度より廃止となっており、残る環境

保全委員会活動だけは兼任という内容となっ

ています。

この様な状況の中で、今年度は従来から引

き継いでいる活動として①毎月のクリーン活

動②年２回の献血活動③車の無事故無違反コ

ンテストへの参加④地元吹田にある各種施設

関係への寄贈奉仕事業、そして⑤国内を中心

とする自然災害支援協力活動、などがあります。

それを基本に現在活動をしています。

という事で、炉辺談話での参加者から寄せ

られた意見ですがグループでまとめた意見と

個人としての意見があります。今回の意見の

中で私自身改めて再確認出来たことは、「ロー

タリークラブの社会奉仕活動は社会的弱者に

対する支援活動が基本的なスタンス」である。

又、瀧川パスト会長が常々おっしゃっている

ことですが「ロータリーはライオンズとは違

い単なる寄付団体になってはならない」。肝に

銘じたいと思います。

他に主な意見として、

①献血活動は今後も続けるべきであり、現在

ビケンテクノさんの場所だけでやっている

が他の場所での実施も検討すべきである。

誕生御祝－１２月

誕生御祝－１２月

 平成 9 年 12 月 7 日 瀬川会員ご夫妻
 昭和 43 年 12 月 9 日 毛利会員ご夫妻
         以上2組

②クラブ定款・細則変更について
　総会にて坂口委員長が説明、会長が採決
を取ることを承認する。
③国際奉仕事業について
　タイ、ナコンパノムRCとの事業の実施に
伴い、クラブより10名程度の派遣団を送
ることを承認する。期間27年1/24～1/31

◦今週、12月5日㈮、6日㈯は地区大会が開催さ
れます。大会当日のスケジュールの詳細と注
意事項が届きました。テーブルの上にコピー
を置いてありますので、ご覧ください。先日
お配りしました名札はバーコード入りです
からお忘れなきように。
　また、当日の大会終了後の同好会の発表の時
には、一度退出の後の再入場となります。そ
の際の整理券もBOXへお配りしました。再
入場時にお渡しください。（12/6出席者のみ）

◦ロータリーの友12月号が届きましたのでお
配りしました。

ゲ　ス　ト

 米山奨学生  金ジャンディ 様

佐藤委員

2016年規定審議会へのクラブ提出立法案
に関する地区承認手続のご案内

②どこに困っている人がいるのか、そういう

情報を会員がお互いに集めて奉仕活動に取

り組むのが良い。

③身障者やパラリンピックの選手に対して何

か出来ることはないか。今後、身障者の人と

どういうお付き合いが出来るのか、中西麻

耶さんと今後どうやってお付き合いをする

のかを考えるべきである。

④社会奉仕は、社会的弱者を対象に支援すべ

きである。ロータリーのPRとしても意味が

ある。積極的に学校などに出向いて情報を

発信すべきである。

　又、ある会員より

⑤母親が認知症で困っている、各地に同じよ

うな方が居られると思うので、社会奉仕と

いう事で、地域の中でそういう人が集まれ

る場が作れないものだろうか。

又毎年7月に継続実施されている「クリーン

江坂」に係わられた会員の方々より当初の経

緯が語られ、あのような関わり方がまさに地

域に貢献出来る社会奉仕である。私もそう思

います。

他に新井パスト会長より、他のクラブが実

施している活動を記録した記録用紙を頂きま

した。今後の活動の参考にさせて頂きます。有

難うございました。

今年度の社会奉仕委員会の予算がまだ少し

残っております。後半部分でもう一つ位奉仕

事業をやりたいと思っていますので、今回の

炉辺談話での意見を考慮しながら、又情報を

寄せて頂ければ検討致しますのでご協力宜し

くお願い致します。

最後に炉辺談話での意見をまとめて頂いた

佐藤会員、有難うございました。

以上で報告を終わります。有難うございます。



◆石﨑会員
最近２週間、台湾一周と大連、瀋陽と
東京、福岡へと飛行機6回、新幹線（高
鉄）7回乗りました。無事でした。

◆石﨑会員
結婚記念日お花のお礼
ガンバ大阪、三冠獲得へダブルリーチ!!

◆瀧川会員
IM行事のPRに他クラブ訪問されてい
る皆さん、ご苦労さんです。

◆田中（孝）会員
結婚記念日のお花ありがとうございま
した。

◆阪本会員
師走です。元気で新年を迎えましょう。
12/14選挙に必ず行って下さい。

◆坂口会員
ガンバ大阪、今週土曜、Jリーグ優勝、
来週土曜、天皇杯優勝になるかもしれ
ません。
──────────────────
 本日のニコニコ箱 17,000円
 累計のニコニコ箱 521,000円

ニコニコ箱 山岡副SAA
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卓　　話卓　　話
澁谷委員長「炉辺談話報告　～社会奉仕～」

11月14日（金）に行われた炉辺談話での内容

に付いて報告いたします。

当日は、17名の参加を得ましてテーマは「地

元地域に対して貢献出来る社会奉仕活動はど

の様な事があるか」という事で意見交流して

頂きました。

発言内容を報告する前に社会奉仕委員会の

組織的な事にちょっとふれますと、これまで

は社会奉仕常任委員会の中には特定委員会と

して①環境保全委員会②青少年委員会③交通

問題特別委員会がありました。が青少年委員

会常任委員会として独立、交通問題特別委員

会は前年度より廃止となっており、残る環境

保全委員会活動だけは兼任という内容となっ

ています。

この様な状況の中で、今年度は従来から引

き継いでいる活動として①毎月のクリーン活

動②年２回の献血活動③車の無事故無違反コ

ンテストへの参加④地元吹田にある各種施設

関係への寄贈奉仕事業、そして⑤国内を中心

とする自然災害支援協力活動、などがあります。

それを基本に現在活動をしています。

という事で、炉辺談話での参加者から寄せ

られた意見ですがグループでまとめた意見と

個人としての意見があります。今回の意見の

中で私自身改めて再確認出来たことは、「ロー

タリークラブの社会奉仕活動は社会的弱者に

対する支援活動が基本的なスタンス」である。

又、瀧川パスト会長が常々おっしゃっている

ことですが「ロータリーはライオンズとは違

い単なる寄付団体になってはならない」。肝に

銘じたいと思います。

他に主な意見として、

①献血活動は今後も続けるべきであり、現在

ビケンテクノさんの場所だけでやっている

が他の場所での実施も検討すべきである。

②どこに困っている人がいるのか、そういう

情報を会員がお互いに集めて奉仕活動に取

り組むのが良い。

③身障者やパラリンピックの選手に対して何

か出来ることはないか。今後、身障者の人と

どういうお付き合いが出来るのか、中西麻

耶さんと今後どうやってお付き合いをする

のかを考えるべきである。

④社会奉仕は、社会的弱者を対象に支援すべ

きである。ロータリーのPRとしても意味が

ある。積極的に学校などに出向いて情報を

発信すべきである。

　又、ある会員より

⑤母親が認知症で困っている、各地に同じよ

うな方が居られると思うので、社会奉仕と

いう事で、地域の中でそういう人が集まれ

る場が作れないものだろうか。

又毎年7月に継続実施されている「クリーン

江坂」に係わられた会員の方々より当初の経

緯が語られ、あのような関わり方がまさに地

域に貢献出来る社会奉仕である。私もそう思

います。

他に新井パスト会長より、他のクラブが実

施している活動を記録した記録用紙を頂きま

した。今後の活動の参考にさせて頂きます。有

難うございました。

今年度の社会奉仕委員会の予算がまだ少し

残っております。後半部分でもう一つ位奉仕

事業をやりたいと思っていますので、今回の

炉辺談話での意見を考慮しながら、又情報を

寄せて頂ければ検討致しますのでご協力宜し

くお願い致します。

最後に炉辺談話での意見をまとめて頂いた

佐藤会員、有難うございました。

以上で報告を終わります。有難うございます。
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韓国の食文化と日本の食文化は非常に類似

している。たとえば、主食がお米であるこ

と、箸を使うことなどがある。

韓国を代表する食べ物であるキムチは、冬

季の野菜不足を解決するために工夫された野

菜保存方法の一つである。

最初のキムチの色は白だったが、１６世紀

に日本から唐辛子が輸入され、現在のように

赤い色のキムチが誕生するようになった。

韓国と日本は互いに過去から社会的・文化

的な影響を与えており、このような現状は

徐々に加速化すると思う。

私は、両国の協力を深める架け橋の役割を

したいと思う。

米山奨学生　金 ジャンディ さん

「米山奨学生　～日本で学んでみて～」

11月14日（金）に行われた炉辺談話での内容

に付いて報告いたします。

当日は、17名の参加を得ましてテーマは「地

元地域に対して貢献出来る社会奉仕活動はど

の様な事があるか」という事で意見交流して

頂きました。

発言内容を報告する前に社会奉仕委員会の

組織的な事にちょっとふれますと、これまで

は社会奉仕常任委員会の中には特定委員会と

して①環境保全委員会②青少年委員会③交通

問題特別委員会がありました。が青少年委員

会常任委員会として独立、交通問題特別委員

会は前年度より廃止となっており、残る環境

保全委員会活動だけは兼任という内容となっ

ています。

この様な状況の中で、今年度は従来から引

き継いでいる活動として①毎月のクリーン活

動②年２回の献血活動③車の無事故無違反コ

ンテストへの参加④地元吹田にある各種施設

関係への寄贈奉仕事業、そして⑤国内を中心

とする自然災害支援協力活動、などがあります。

それを基本に現在活動をしています。

という事で、炉辺談話での参加者から寄せ

られた意見ですがグループでまとめた意見と

個人としての意見があります。今回の意見の

中で私自身改めて再確認出来たことは、「ロー

タリークラブの社会奉仕活動は社会的弱者に

対する支援活動が基本的なスタンス」である。

又、瀧川パスト会長が常々おっしゃっている

ことですが「ロータリーはライオンズとは違

い単なる寄付団体になってはならない」。肝に

銘じたいと思います。

他に主な意見として、

①献血活動は今後も続けるべきであり、現在

ビケンテクノさんの場所だけでやっている

が他の場所での実施も検討すべきである。

②どこに困っている人がいるのか、そういう

情報を会員がお互いに集めて奉仕活動に取

り組むのが良い。

③身障者やパラリンピックの選手に対して何

か出来ることはないか。今後、身障者の人と

どういうお付き合いが出来るのか、中西麻

耶さんと今後どうやってお付き合いをする

のかを考えるべきである。

④社会奉仕は、社会的弱者を対象に支援すべ

きである。ロータリーのPRとしても意味が

ある。積極的に学校などに出向いて情報を

発信すべきである。

　又、ある会員より

⑤母親が認知症で困っている、各地に同じよ

うな方が居られると思うので、社会奉仕と

いう事で、地域の中でそういう人が集まれ

る場が作れないものだろうか。

又毎年7月に継続実施されている「クリーン

江坂」に係わられた会員の方々より当初の経

緯が語られ、あのような関わり方がまさに地

域に貢献出来る社会奉仕である。私もそう思

います。

他に新井パスト会長より、他のクラブが実

施している活動を記録した記録用紙を頂きま

した。今後の活動の参考にさせて頂きます。有

難うございました。

今年度の社会奉仕委員会の予算がまだ少し

残っております。後半部分でもう一つ位奉仕

事業をやりたいと思っていますので、今回の

炉辺談話での意見を考慮しながら、又情報を

寄せて頂ければ検討致しますのでご協力宜し

くお願い致します。

最後に炉辺談話での意見をまとめて頂いた

佐藤会員、有難うございました。

以上で報告を終わります。有難うございます。


